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第21回沿海コｰス集団研修終了

昨年6月1目に開講した第2エ回沿海鉱物資源探査集団

研修は12月11目に閉講式が執り行われ無事終了致しま

した.

本年も研修員はそれぞれ所期の目標を達成でき満

足のいく研修成果が得られたようで本研修コｰスを高

く評価していました･これは一重に皆様方の暖かいご

支援とご協力の賜であり研修担当者一同関係各位に

厚く御礼申し上げる次第であります.

本年度の研修については別途詳しく研修報告書が公

表される予定ですのでここではいくつかの研修こぼれ

話をご紹介いたしましょう.

まずはあだ名について.例年のごとく今年もユニ

ｰクたあだ名が数人の研修員に進呈されました.その

中での今年のヒット作はパチンコ(本名フランシスコ･

ブラジル)でしょう.これは本人がパチンコに凝ってい

たとかパチンコ玉のように飛び跳ねていたとかいう訳

ではありません.彼の本名のFranciscoはラテン

系ではPancho(パンチョ)という愛称で呼ばれるそうで

す･このPanchoの綴りが巷でよく党かげる看板の

Pachinco(パチンコ)に似ているところから由来したも

のです･研修期問中来目したパチンコ氏夫人にも当然

のようにPachinca(パチソヵ)というあだ名が進呈され

ました.日本滞在中パチンコ･パチソカのカップル

が御本尊のゲｰムを楽しんだかどうかは定かではありま

せん.肢おこのあだ名の名付け親は身長2mトキ

オ･タワｰことグレゴリオ(メキシコ)でした.その他

ウィニィｰ(ウィン･本名に由来)ハコ(パク･本名に由

来)ゴｰルド･パツヤ(パシャ･個別研修のテｰマに由来)

たどでありました.

研修旅行では6月中旬に北海道･新潟方面を訪れま

した･北海道では例年のことだから北海道支所の皆様

に手厚いもてたしを受け石油の探鉱現場石炭の採掘

現場だとの見学をさせていただきました･途中今年

は日本式の族館に一泊することにしました.畳の上の

生活浴衣姿大広問での会食どれも全員初めての経

験でお互いの浴衣姿を批評しあい記念写真におさま

っていました｡大広間での会食では早速自国の歌

習いたての日本の歌だどを披露途中飛入りのお

客さんもあって楽しくえんかいコｰスの実習を

行うことができました｡会食後は皆で大浴場へ

行き入浴することにしましたが人前で裸にたっ

た経験のない研修員は多少の戸惑いを見苦と･う

とう下着を付けたまま入浴した人もいました.

最初は湯舟の中に片足だけ入れ熱いといっては

飛び出していましたが次第に慣れ湯舟の中で

泳いだりはたまたカメラを持ち込み記念写真撮

影あまりの長湯にフラフラしている人もいまし

た.こうした裸の付合いを通してコｰスの中の

連帯は次第に深まり今年のコｰスは例年以上

にまとまりのあるグルｰプとたりました.

課外活動では今年も地下水コｰスと合同でチ

ｰムを結成し,学園リｰグ2都の地調チｰムにサ

ッカｰの試合を挑みました･試合の前半戦は接
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戦を演じ好ゲｰムを展開しましたが後半戦に

入るとおたかの出っぱりで足下が良く見えたい

わがインタｰナショナル軍団はとうとうスタ

ミナ切れし大敗を喫しました.また所内レク

レｰションのソフトボｰル大会白嶺丸乗組員

を迎えてのソフトボｰル大会にも参加しました

がインタｰナショナルチｰムには大リｰガｰク

ラスのホｰムランバッタｰもいればルｰルす

ら皆目という人もいるアンバランスなチｰムで

監督の用兵ミスも手伝ってまたしても相手チ

ｰムに自信を与える結果とたりました･Lか

しこうした課外での皆様との交流は円滑た

研修運営上の重要た潤滑剤であり研修員にと

ってはまたとたい憩いのひと時でもあります.

家族と離れて異国での研修生活は3ケ月が理

想的でそれ以上は自分でも信じられたいとい

う意見もあり想像以上に苦労も多いようで全員必ず

一度はホｰムシックを経験するそうです.こうした苦

労を乗り越えてこれたのも周囲の皆様のこうした暖かい

ご助力があればこそと思われます｡この点で色々の

企画にご協力いただいた地質調査所の青年層の方々に深

く感謝する次第であります･これからもこうした交流

の場を積極的に企画するとともに研修員の苦労に報い

るためにもより実りある研修を目指Lてまいりますので

今後とも皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます.

(木下)

研修員からの言葉

今年度海外室に併任とたりはじめて集団研修コｰス

にタッチしアジアアフリカ中南米だと世界各国か

らの研修員と知合いにたりました.彼らとはカントリ

ｰレポｰト発表や研修旅行パｰティ休憩時間におけ

る談話たどを通じて楽しく過ごしてきました.それら

のコｰスも昨年末に終了し今では彼らも故郷に帰って

しまいたんとたくもの寂しい限りです.けれども

彼らは自国でそれぞれ活躍していることでしょう.

彼らが日本に滞在中の詳細については各コｰスリｰ

ダｰから報告されているとおりです･今回は彼らが

日本を去るに当たって残していった言葉をご紹介してみ

たいと思います｡

それは昨年12月11目に行われた沿海鉱物資源探査コ

ｰスの閉講式においてマレｰシアの研修員イスマイ

ノレ氏が述べられた言葉です.和訳しますと次のように

たります.

こんにちは皆さん

1987年の沿海鉱物資源探査コｰスの研修員を代表して

1988年3月号

TBICの名誉ある所長GSJの所長次長JICAのスタ

ッフGSJのスタッフTBICのスタッフ及び研修コ

ｰスにご協力くださった全ての方々に対しコｰス内容を

計画し私達が来日し各々の国に帰るまでの問いろいろ

とお世話して下さいまLたことを心より感謝してお礼

の言葉を述べるためこの場に立つことは私にとりまL

てこの上ない喜びと致すところであります.

私がこれからいわんとすることすたわち特に研修

コｰスに関連したことや日本での日常生活全般に関する

ことに対する私達の感謝評価感情だとは昨日ETC

で行われた反省会でほとんどが述べられていると確信す

るものであります.さらに同僚のワヤン氏が昨夜

のお別れ会で同じことに関し結論的たスピｰチをしてお

ります.しかしたがらこのコｰスが実り多きものと

なるように努められた種六の機関や個人個人に対して

私達の感謝の気持ちを表明する最後のものとしてこれ

らの言葉を繰り返したいと思います･

まず始めに本コｰスを設定してくださった日本政府

及びJICAに対して心から感謝の意を表明したいと思い

ます･TBIC所長の大蝸さん研修担当の服部さん

コｰディネｰタｰの湯原さん達は私達の日本における

滞在と研修を計画通りに行えるように最善を尽くして下

さいました.

私達の受け入れ機関であります地質調査所は全研修

期間にわたって優れた機器を提供しあたたかく面倒を

見て下さいました.私達はこれに対してスタッフの皆

様特に所長次長海外地質調査協力室長海洋地質

部長の方六に心から厚く御礼申し上げたいと思いま

す.

また研修を滞りたく進められたコｰスリｰダｰの木�
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下博士をはじめ関係者各位に感謝申し

上げます.これらの皆様は時には私

達のお兄さんお姉さんのようにま

た時には私達のお父さんお母さんの

ようでLた.私達が自国に帰国した

ら必ずや皆様がおそばにいたいこと

を非常に寂しく思うことでしょう.

研修期間の最後のニケ月はそれぞ

れの指導者について行う個別研修でし

た､私達はそれぞれの専門分野で

咲くご指導して下さったこれらの方六

にも感謝申し上げたいと思います.

この7ケ月の間に私達はここで地球

科学の様々た分野での能力を高める多

くの有用な知識を得たばかりでなく

多くの友人を得たのです.

研修の間に

ました.

しい業績に深い感銘を受けました｡

とても印象的でした.

ることは無いでしょう.

人問として

とを認めたけれぼたりません.

多くの場所と機関を訪間する機会があり

私達はあたたがたの国の美しい風景とすばら

それらは神秘的で

こうした経験は永遠に忘れられ

私達もまたいくつかの間違いを犯したこ

それらについて私達

はmina-San(原文)にお詫び申し上げます.万事に終

わりがあるということは誰もが知っていることです.

この研修コｰスも例外ではありません.この最後の時

を迎え私達は幸福感を感じております･それは自国

に戻り愛する人たちに会えるからであります.しかし

それと同時に非常た悲しみも禁じ得ません.私達お互

いが別れ別れとなりあたたがたの平和で美しい国を去

って行かねぼたらたいからです.私達は世界のどこか

で再びより幸福た状況の下にお会いできることを真に

望むものです.

最後に再びグルｰプを代表Lて私たちすべてが仕事

の面でも生活の面でもすばらしい成果が得られるよう祈

願致します･全研修員を代表し私達の挨拶をそれぞ

れの母国語で伝えたいと思います.

フラソツスコ氏

ウイソ氏

リウ氏

ワヤソ氏

パク氏

グレゴリオ氏

パシヤ氏

レイ氏

ラソ氏
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そして私Futaanterimakasih

(注:アルファベヅトに多少問違いがあるかも知れません)
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Yoroshikuonegaitashimasu.(原文)

大変大変有難うございました.

閉講式での言葉は以上の様でしたが訳してしまうと

その時の声の調子たどが表現できたくて残念ながら彼

の気持ちが十分に伝えられなかったかも知れません.

けれども聞いているものにとってはとても感動的でし

た.ここには紹介しませんでしたがもうひとつの研修

コｰスでのスピｰチもすぽらしくともに研修員の素直

さを感じると同時に研修を行っているすぼらLさを感

じたものです.彼らの残した言葉をここに紹介すると

ともに今後の研修におげる皆様がたのご協力とご理解

をお願いする次第です.(金井)
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